
























できた (カテゴリー は 【】、サブカテゴリー は<>で示す)。 娘の身体の成長に伴い 【安全への対応】と
して<性犯罪に巻き込まれない工夫><娘の交友関係の把握><適正な性情報のみを受け取つて欲しい
>と考えていた。【性教育は、学校でするもの】として<性教育は学校におまかせ><性教育の内容は知
らない>、【家庭での性教育】として<家庭でする性教育は分からない>としながらも<家族間の性差を
意識>し、<子どもの第二次性徴に対する父親・母親の役割>を分担したいと考えていた。【初経予測】
としてく娘の身体の変化><自分と家族の初経体験><娘のセクシャリティの関心><マ友からの情
報交換>、 【初経を迎える準備】は<物品の準備><娘の性の関心に合わせた対応>があった。【母親の
月経観】は<初経を祝いたい><初経は成長の証し>とする一方で<月経は嫌なもの>としていた。
Ⅳ 考察
参加者のうち、娘の初経対応の経験者は 1名であつたが、既に長女で初経対応の経験者が2名おり、
全く初経対応の経験がない母親2名であった。娘の初経前のセクシャリティの認識と対応として、母親
は服装と性情報に関する防犯意識を高くもつていた。学校における性教育においては、実施内容もわか
らず学校まかせの姿勢がみられた。家庭内での性教育について、分からないとする一方、父親 。母親と
役割分担を望んでおり、家庭内で調整をしていた。これより、学校と家庭の連携が取れる支援が必要だ
と考えられる。母親は、積極的に初経予測と準備をしている様子が伺えたが、母親の月経観は、肯定的
なものと否定的なものがあり、母親へのアプロー チの必要′陛が示唆された。
V 結論
初経前後の娘への母親のセクシャリティの認識と対応として6つのカテゴリー が抽出された。母親は
防犯の意識が高く、初経予測と物品の準備を積極的に行なつていた。しかし、性教育は学校の役割と考
え教育内容にも関心がみられず、学校と家庭の連携による性教育が必要と考える。
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